
で
あ
る
。

ヽ

ちら

課
題
と
方
法

①
 

名
古
屋
の
博
物
館
発
達
史
に
関
す
る
研
究
は
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
成
果
が
あ
り
、

②
 

こ
れ
を
対
象
と
す
る
展
覧
会
も
開
催
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
は
、
そ
れ
ら
に
依
り
な
が

一
八
六
八
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
の
名
古
屋
の
博
物
館
史
を
概
観
す
る
も
の

こ
れ
ま
で
、

わ
が
国
の
博
物
館
史
研
究
の
関
心
は
、
中
央
の
博
物
館
お
よ
び
博
物

館
全
体
の
通
史
に
寄
せ
ら
れ
て
き
た
と
言
っ
て
よ
い
。

し
か
し
、
中
央
ー
全
体
史
の
状
況
が
、

置
付
け
、
こ
れ
を
試
み
よ
う
と
も
す
る
。

も
ち
ろ
ん
個
別
の
館
園
史
‘

地
域
の
博
物
館
史
も
皆
無
で
は
な
か
っ
た
が
、
事
実
の
列
記
と
中
央
ー
全
体
史
で
得

ら
れ
た
成
果
に
よ
る
解
説
が
こ
れ
に
添
え
ら
れ
て
展
開
す
る
こ
と
を
常
と
し
て
き
た
。

果
た
し
て
地
域
の
状
況
に
妥
当
す
る
の
か
否

か
、
そ
し
て
こ
の
妥
当
の
当
否
が
い
か
に
し
て
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
は
払
拭
さ
れ

ず
に
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
懐
疑
を
契
機
に
、
地
域
の
博
物
館
史
研
究
を
中
央
ー
全

体
史
か
ら
の
演
繹
と
し
て
で
は
な
く
、
全
体
史
に
向
け
た
帰
納
の
出
発
点
と
し
て
位

今
回
の
作
業
は
、
先
行
作
業
と
雑
誌
『
博
物
館
研
究
』
の
記
事
に
依
拠
し
て
お
こ

な
っ
た
。
こ
れ
は
、
個
別
の
事
例
の
検
討
に
先
立
ち
‘
名
古
屋
に
お
け
る
博
物
館
発

達
全
体
の
傾
向
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
た
め
で
、
文
末
の
「
『
博
物
館
研
究
』

（＿） 

明
治
期

説

明

（三）

名
古
屋
に
初
め
て
設
置
さ
れ
た
博
物
館
は
、

（二）
（一）

の
三
期
に
区
分
し
た
。

結

論

補
っ
て
い
る
。

工
芸
博
物
館
で
あ

一
九
四
五
年
以
前
名
古
屋
の
博
物
館
の
動
向
を
、
次

③
 

に
見
る
名
古
屋
の
博
物
館
（
抄
）
」
は
そ
の
フ
ァ
イ
ル
の
一
部
で
あ
る
。

事
例
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
知
り
得
た
地
域
史
資
料
等
に
よ
り
認
識
の
細
部
を

こ
の
作
業
の
成
果
と
し
て
、

明
治
期
…
博
物
館
の
登
場
。

明
治
末
S
大
正
期
…
私
立
博
物
館
の
新
設
と
衰
退
、
公
立
博
物
館
の
充
実
。

あ
わ
せ
て
、
表
「
名
古
屋
の
博
物
館
の
消
長
」

昭
和
前
期
…
公
•
私
立
博
物
館
の
発
展
、
新
規
博
物
館
計
画
の
登
場
。

④
 

を
ま
と
め
た
。
各
期
の
概
要
は
‘

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

博
物
館
の
登
場

九
四
“
年
以
前
名
古
屋
の
博
物
館
発
達
史
ノ
ー
ト

な
お
一
部
の

ニ
八
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一
九

0
九
年
に
私
立
明
倫
中
学
校
附
属
博
物
館
と
な
る
。

一
九

0
一
年
に
尾
張
徳
川
家
に
移
譲
さ
れ
て
同
家
邸
内
に

ら
か
に
勧
業
系
の
五
二
会
陳
列
館
以
外
は
、

い
ず
れ
も
「
教
育
」

の
語
を
館
名
に
冠

一
八
八
六
年
か
ら
活
動
し
て
い
た
随
意
会
（
の
ち
に
浪

浪
越
教
育
動
植
物
苑
(
-
九
〇
六
年
）
、

五
二
会
陳

（二）

明
治
末

S
大
正
期

八
三
年
に
県
営
の
愛
知
県
博
物
館
と
な
っ
た
。

れ
て
い
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
。
愛
知
県
令
の
提
唱
に
財
界
が
賛
同
し
、

八
七
八
年
に
設
け
ら
れ
た
。
全
国
的
に
も
、

あ
る
。

民
間
の
寄
附
金
と
県
費
と
に
よ
っ
て
一

早
期
に
実
現
を
み
た
勧
業
系
博
物
館
で

な
お
こ
れ
の
開
館
以
前
、
名
古
屋
で
は
二
度
(
-
八
七
一
・
一
八
七
四
年
）

こ
う
し
た
一
八
七

0
年
代
の
名
古
屋
の
動
向
が
、
江
戸
時
代
後
期
の
日
本
に
お
い

て
最
高
水
準
に
あ
り
、
水
谷
豊
文
•
伊
藤
圭
介
•
田
中
芳
男
ら
を
輩
出
し
た
尾
張
の

本
草
学
と
、

そ
れ
を
背
景
と
し
た
薬
品
会
•
本
草
会
・
博
物
会
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
物

産
会
や
、
見
世
物
、
書
画
会
、
開
帳
な
ど
の
諸
活
動
を
背
景
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ

ら
ん
だ
明
治
初
期
名
古
屋
の
博
覧
会
や
博
物
館
は
、
明
治
政
府
の
政
策
の
み
な
ら
ず
‘

民
間
の
運
動
の
う
ち
に
も
理
由
を
有
し
た
事
態
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
だ

か
ら
こ
そ
矢
継
ぎ
早
の
展
開
に
な
っ
た
と
言
え
る
。

八
一
年
に
公
立
名
古
屋
博
物
館
と
改
称
し
、

う
表
記
も
あ
り
）

越
博
物
会
と
改
称
）

後
し
て
登
場
し
た
グ
ル
ー
プ
で
、

名
古
屋
教
育
博
物
館
は
‘

移
転
し
た
後
、

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
椎
名
仙
卓
の
研
究
に
よ
る
と
、

工
芸
博
物
館
は
、

そ
の
後
一
八

さ
ら
に
財
政
問
題
を
理
由
と
し
て
一
八

こ
の
次
に
登
場
し
た
の
が
、
名
古
屋
教
育
博
物
館
（
別
に
愛
知
教
育
博
物
館
と
い

が
一
八
九
一
年
に
設
置
し
た
。
随
意
会
は
、

江
戸
時
代
の
本
草

学
の
系
譜
下
に
あ
っ
た
嘗
百
社
の
博
覧
会
が
一
八
九
二
年
頃
に
終
焉
す
る
の
と
相
前

そ
の
中
に
は
嘗
百
社
の
メ
ン
バ
ー
も
擁
し
て
い
た
。

明
治
初
期
の
博
物
館
行
政
に
は
内
務

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

何
で
あ
れ
、
少
な
く
と
も
そ
の
形
式
に
お
い
て
「
教
育
」

と
い
う
主
題
性
が
表
出
さ

つ
ま
り
、
古
器
旧
物
保
存
、
殖
産
興
業
な
ど
の
テ
ー
マ
を
は

名
古
屋
教
育
博
物
館
が
、
館
名
に
「
教
育
」

（
一
八
七
一
年
）
に
次
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。

の
博
覧
会
開
催
を
体
験
し
て
い
る
が
、

一
度
目
の
博
覧
会
は
全
国
で
は
京
都
博
覧
会

省
系
と
文
部
省
系
と
が
あ
り
、
前
者
は
勧
業
と
古
器
旧
物
保
存
、
後
者
は
教
育
を
主

⑤
 

題
と
し
た
。
こ
れ
に
照
ら
す
と
、
名
古
屋
に
は
勧
業
系
の
工
芸
博
物
館
が
あ
っ
た
が
‘

公
立
の
教
育
系
博
物
館
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
明
治
前
半
期
、
全
国

に
お
け
る
公
立
の
教
育
系
博
物
館
の
絶
対
数
は
少
な
く
、
い
ず
れ
の
存
続
期
間
も
長

⑥
 

く
な
か
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
公
立
の
教
育
系
博
物
館
が
名
古
屋
に
な
か
っ
た

を
有
し
た
理
由
は
不
明
だ
が
、
勧
業

系
博
物
館
で
は
な
い
こ
と
の
表
示
、
中
央
の
教
育
博
物
館
を
模
す
こ
と
の
表
示
、

八
七
九
年
の
教
育
令
公
布
以
降
一
八
九

0
年
の
教
育
勅
語
発
布
に
い
た
る
国
家
の
教

育
制
度
整
備
動
向
に
対
す
る
地
域
的
・
民
間
的
反
映
‘

し
れ
な
い
。

な
ど
を
想
定
し
て
よ
い
か
も

い
ず
れ
に
し
て
も
、
名
古
屋
に
公
立
の
教
育
系
博
物
館
は
な
か
っ
た
が
‘

民
間
に
お
け
る
展
覧
会
開
催
と
博
物
館
設
置
と
い
う
経
緯
の
う
ち
に
、

私
立
博
物
館
の
新
設
と
衰
退

列
館
（
一
九

0
七
年
）
、
名
古
屋
教
育
水
族
館
(
-
九
一

0
年）

し
て
い
る
。

し
か
し
、

そ
の
内
容
が

の
開
設
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
私
立
博
物
館
が
新
規
に
登
場
す
る
時
期
で
あ
る
。
地
域
産
品
の
製
造
・
販

売
促
進
の
た
め
の
品
評
会
を
お
こ
な
い
そ
れ
ら
を
収
集
・
陳
列
・
委
託
販
売
す
る
明

早
く
も
一
九
一

0
年
代
後
半
に
は
、
名
古
屋
教
育
水
族
館
の

規
模
縮
小
移
転
や
‘
浪
越
教
育
動
植
物
苑
お
よ
び
私
立
明
倫
中
学
校
附
属
博
物
館
の

こ
と
は
特
殊
な
事
態
で
は
な
い
。

ニ
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れ
る
。

立
名
古
屋
動
物
園
が
、

「
勧
業
」

は
失
わ
れ
、

一
九
三
五
年
に
新
設
さ
れ
た
徳
川
美
術
館
が
、
保

ニ
八
五

廃
止
な
ど
、
私
立
博
物
館
の
衰
退
が
訪
れ
た
。
こ
の
う
ち
私
立
明
倫
中
学
校
附
属
博

物
館
の
廃
止
は
、

（三）
で
は
、

同
校
が
愛
知
県
に
移
管
さ
れ
て
愛
知
県
立
明
倫
中
学
校
と
な
る
に

際
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

公
立
博
物
館
の
充
実

一
の
商
品
陳
列
館
」

こ
れ
ま
で
唯
一
の
公
立
博
物
館
で
あ
っ
た
愛
知
県
博
物
館

一
九
―
一
年
に
新
築
移
転
・
改
称
し
て
愛
知
県
商
品
陳
列
館
と
な
り
、

⑦
 

を
標
榜
す
る
に
い
た
る
。
ま
た
、
浪
越
教
育
動
植
物
苑
の
動
物

が
名
古
屋
市
に
寄
附
さ
れ
、
こ
れ
を
転
用
し
て
名
古
屋
市
鶴
舞
公
園
附
属
動
物
園
が

一
九
一
八
年
に
誕
生
す
る
。
名
古
屋
市
立
と
し
て
は
最
初
の
博
物
館
で
あ
っ
た
。

公
•
私
立
博
物
館
の
発
展

屋
市
立
東
山
動
物
園
と
な
り
、
併
せ
て

「
東
洋
一
の
温
室
」

物
園
で
も
温
室
の
鉄
骨
の
電
気
溶
接
な
ど
、

⑧
 

て
い
る
。
こ
う
し
た
進
取
性
は
、

そ
し
て
、
こ
れ
ら
新
設
博
物
館
の
名
称
に
「
教
育
」

を
も
つ
名
古
屋
市
立
東

山
植
物
園
が
新
設
さ
れ
た
。
動
物
園
で
は
全
国
初
の
無
柵
放
養
式
導
入
と
な
り
、
植

当
時
最
新
の
思
潮
や
技
術
が
採
用
さ
れ

管
・
公
開
機
能
を
そ
な
え
る
博
物
館
建
築
を
実
現
し
た
こ
と
に
も
共
通
し
て
認
め
ら

の
語
は
な
い
。
こ
の
と
き
す

で
に
、
勧
業
系
博
物
館
は
「
道
府
県
市
立
商
品
陳
列
所
規
程
」
（
一
九
二

0
年
）
と
い

う
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
確
立
し
て
脱
博
物
館
化
し
て
お
り
、
こ
の
規
程
に
即
し
て
愛
知

県
商
品
陳
列
館
も
愛
知
県
商
品
陳
列
所
(
-
九
ニ
―
年
）
に
改
称
し
て
い
た
。
こ
こ

明
治
以
来
の
博
物
館
の
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た

れ
な
い
。

も
し
く
は
、
勧
業
で
も
教
育
で
も
な
い
範
疇
へ
と
博
物
館
の
外
的
機
能
が

こ
の
事
態
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
名
古
屋
市
立
東
山
動
物
園
、
名
古
屋
市
立
東

新
規
博
物
館
計
画
の
登
場

屋
博
物
館
計
画
や
、
名
古
屋
郷
土
会
に
よ
る
郷
土
博
物
館
計
画
が
登
場
す
る
。
計
画

「
学
」
界
で
あ
り
主
張
の
動
機
も
主
旨
も
異
な

「
勧
業
」
と

史
」
と
い
う
主
題
が
登
場
し
、
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
多
様
な
要
求
が
顕
在
化
し
た
時
期

と
し
て
了
解
で
き
る
。

ま
た
一
九
三
七
年
、
名
古
屋
汎
太
平
洋
平
和
博
覧
会
の
展
示
館
「
近
代
科
学
館
」

を
再
利
用
し
た
科
学
博
物
館
計
画
が
、
名
古
屋
市
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
て
い
る
。

学
立
国
」
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
な
っ
て
い
く
時
代
の
産
物
と
も
言
え
そ
う
だ
が
、

時
期
、
自
然
科
学
者
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
の
も
と
で
求
め
ら
れ
て
い
た
中
央
の
博
物

⑨
 

館
と
は
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

館
の
推
移
は
、
基
本
的
に
非
行
政
か
ら
行
政
へ
と
移
行
し
て
い
く
過
程
の
う
ち
に
あ

経
営
主
体
に
視
軸
を
す
え
る
と
き

一
九
四
五
年
以
前
の
名
古
屋
に
お
け
る
博
物

（一）

行
政
と
非
行
政

議

論

「
教
育
」
と
い
う
概
念
は
み
ら
れ
な
い
。

こ
の 「科

一
九
三
七
年
、
広
大
な
敷
地
の
東
山
公
園
に
移
転
し
て
名
古

昭
和
期

狭
陰
な
敷
地
と
施
設
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
市

る
が
、
こ
こ
で
も
明
治
の

「歴

の
要
求
主
体
は
そ
れ
ぞ
れ
経
済
界
と

一
九
三

0
年
頃
、
名
古
屋
商
工
会
議
所
に
よ
る
名
古

〈
昭
和
〉
を
体
現
し
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ま、
●
-
(
 

「
東
洋
第

山
植
物
園
、
徳
川
美
術
館
の
三
館
園
は
、

も
は
や

〈
明
治
〉
で
は
な
く
、
文
字
通
り

変
化
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

新
設
の
博
物
館
が
あ
え
て

「
教
育
」

を
冠
す
る
必
要
は
な
く
な
っ
て
い
た
の
か
も
し



と
こ
ろ
で
、

（二）

国
家
の
語
り

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
す
れ
ば
、

す
る
が
、
こ
れ
も
宮
内
省
か
ら
の
下
賜
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 ⑩

 

っ
た
と
総
括
し
て
よ
い
。

人
黎
明
会
を
起
し
、

を
こ
れ
に
収
め
、

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

す
で
に
昭
和
と
な
り
、

た
と
え
ば
一
九
三
一
年
、
徳
川
義
親
は

そ
れ
に
よ
っ
て
美
術
館
を
建
設
し
、

張
計
画
な
ど
の
兆
し
は
ま
だ
み
ら
れ
な
い
。

園
設
立
は
、

「日

旧
藩
邸
秘
蔵
の
宝
物
全
部

そ
の
侭
こ
れ
を
名
古
屋
市
に
寄
附
す
る
」

こ
れ
が
仮
に
一
時
の
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
だ
っ
た
と
し
て
も
、

と
発
言
し
て
い
る
が
、

ま
た
義
親
に
固
有
の
レ

ト
リ
ッ
ク
だ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
物
言
い
を
可
能
に
す
る
社
会
条
件
の
あ
っ

翻
っ
て
言
え
ば
、
こ
れ
は
、
博
物
館
に
対
す
る
行
政
の
主
導
あ
る
い
は
積
極
的
な

関
与
が
稀
薄
だ
っ
た
こ
と
の
証
左
で
も
あ
る
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
名
古
屋
市
立

最
初
の
博
物
館
は
、
私
立
の
浪
越
教
育
動
植
物
苑
の
廃
止
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
一
九
二

0
年
代
後
半
、
名
古
屋
市
は
「
大
正
天
皇
即
位
記
念
」
「
市
民
の
精
神
統

-
」
を
掲
げ
て
史
伝
参
考
品
陳
列
館
設
置
を
計
画
し
、
募
金
活
動
も
進
め
た
が
実
現

そ
の
理
由
は
未
確
認
な
が
ら
、
事
実
は
こ
の
と
き
名
古
屋

の
行
政
が
博
物
館
を
具
体
化
し
得
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
時
代
は

昭
和
大
典
記
念
を
契
機
と
す
る
全
国
的
な
博
物
館
建
設
ラ
ッ

シ
ュ
を
迎
え
て
い
た
が
、
唯
一
の
市
立
博
物
館
で
あ
る
市
立
名
古
屋
動
物
園
で
は
拡

ま
た
一
九
三
一
年
に
名
古
屋
城
が
開
園

一
九
三
七
年
の
名
古
屋
市
立
東
山
動
物
園
・
植
物

そ
の
建
設
費
や
用
地
を
民
間
か
ら
の
寄
附
に
負
っ
て
は
い
た
も
の
の
‘

名
古
屋
の
行
政
が
よ
う
や
く
博
物
館
を
主
題
化
し
得
た
画
期
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

国
立
博
物
館
の
独
立
行
政
法
人
化
を
め
ぐ
っ
て
、
北
澤
憲
昭
は

「
新
た
に
財
団
法

っ
た
相
貌
を
呈
す
る
に
違
い
な
い
と
思
念
す
る
の
で
あ
る
。

0
博
物
館
論
の
も
と
で
語
ら
れ
る
現
下
の

「
官
」
が
博
物
館
や
博
覧
会
を
主
導
し
て
き

本
の
博
物
館
や
美
術
館
の
歴
史
は
文
明
開
化
と
と
も
に
国
家
の
主
導
に
よ
っ
て
始
ま

⑪

⑫

 

と
述
べ
、
彦
坂
尚
嘉
が
こ
れ
を
「
鋭
い
指
摘
」
と
評
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

っ
た
」

め
の
博
物
館
」

ま
た
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
は
、
明
治
期
の
博
物
館
を

⑬
 

と
概
括
し
た
。
し
か
し
、
名
古
屋
の
博
物
館
発
達
史
を
概
観
す
る
限

り
、
こ
れ
ら
の
解
釈
は
妥
当
し
な
い
。
前
者
は
国
家
に
対
す
る
過
剰
な
意
識
、
す
な

わ
ち
裏
返
し
の
国
家
主
義
で
あ
り
、
後
者
は
国
家
に
対
す
る
無
意
識
、
す
な
わ
ち
中

央
館
に
偏
し
て
き
た
従
来
の
博
物
館
史
研
究
に
無
批
判
な
通
俗
的
国
家
主
義
が
感
得

で
き
る
。
金
山
嘉
昭
が
「
日
本
の
博
物
館
史
を
通
観
し
て
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
特

に
戦
前
で
は
国
家
や
政
府
な
ど
に
よ
る

⑭
 

た
こ
と
で
あ
る
」
と
言
う
の
も
同
様
に
凡
愚
な
の
だ
が
、

地
域
の
博
物
館
動
向
を⑮

 

「
地
方
色
」
と
し
て
中
央
の
補
完
物
へ
と
矮
小
化
す
る
の
は
国
家
主
義
の
骨
頂
で
あ
る
。

畢
党
す
る
に
、
こ
う
し
た
解
釈
は
、
博
物
館
を
国
家
の
語
り
の
中
に
置
い
て
初
め

て
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
自
覚
症
状
な
く
罹
患
し
て
い
る
例
は
枚
挙
に
遣
が
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
実
は
、
生
活
世
界
に
お
け
る
博
物
館
体
験
と
は
‘

国
家
ー
行
政
の
周
縁
あ
る
い
は
外
部
に
お
い
て
こ
そ
生
成
し
死
滅
し
て
き
た
の
で
は

な
い
か
、

と
い
う
こ
と
を
名
古
屋
の
博
物
館
発
達
史
概
観
は
暗
示
す
る
。
こ
の
洞
察

を
抱
え
て
地
域
の
博
物
館
発
達
史
を
読
み
替
え
て
ゆ
け
ば
、
博
物
館
体
験
を
囲
い
込

⑯
 

た
と
え
ば
使
命
博
物
館
論
や
N
P

み
合
理
化
す
る
国
家
ー
行
政
は
言
う
に
及
ば
ず
、

「
市
民
」

も
ま
た
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な

「
お
上
か
ら
の
啓
蒙
の
た

ニ
八
六



⑦
 一

九
九

0
年
に
よ
る
）
。

廣
瀬
鎮
「
明
治
初
年
に
お
け
る
愛
知
県
博
覧
会
事
業
に
つ
い
て
」
『
博
物
館
研
究
』
第
三
七

巻
第
一

0
号‘

日
本
博
物
館
協
会
‘

物
館
史
ー
l

名
古
屋
博
物
館
の
登
場
ま
で
—
'
」
『
國
學
院
大
學
博
物
館
學
紀
要
』
第
ニ
―
輯
‘

學
院
大
學
博
物
館
学
研
究
室
‘

品
会
物
品
目
録
』
ー
「
雑
品
」
展
示
に
見
る
博
物
館
の
原
点
」
『
名
古
屋
市
博
物
館
研
究
紀
要
』

第
一
七
巻
、
名
古
屋
市
博
物
館
、

名
古
屋
市
博
物
館
『
名
古
屋
の
博
覧
会
』
、
名
古
屋
市
博
物
館
、

博
物
館
『
再
現

古
屋
市
博
物
館
、

一
九
九
四
年
、

江
戸
時
代
の
博
覧
会

一
九
九
三
年
。

項
目
「
名
古
屋
の
博
物
館
の
推
移
」

博
物
館
の
設
立
数
」
は
‘

よ
み
が
え
る
尾
張
医
学
館
薬
品
会
展

で
、
今
泉
動
物
園
に
つ
い
て
は
浪
越
教
育
動
植
物
苑

設
立
以
前
の
も
の
と
す
る
説
と
以
後
の
も
の
と
す
る
説
が
あ
る
。

愛
知
県
第
一
師
範
学
校
附
属
郷
土
室
の
設
置
後
の
推
移
は
未
確
認
で
あ
る
。
項
目
「
全
国
の

（
伊
藤
寿
朗
「
日
本
博
物
館
発
達
史
」
伊
藤
寿
朗
•
森
田
恒
之
編
『
博
物
館
概
論
』
、
学
苑
社
、

椎
名
仙
卓
『
日
本
博
物
館
発
達
史
』
、
雄
山
閣
、

一
ー
ー
九
頁
、
井
上
光
夫
「
名
古
屋
の
博

一
九
八
八
年
。

一
九
八
二
年
、
名
古
屋
市

ま
た
‘

図
録
』
、
名

五
二
会
陳
列
館
と

商
品
陳
列
所
聯
合
会
『
商
品
陳
列
所
綜
覧
（
第
二
回
版
）
』
‘
商
品
陳
列
所
聯
合
会
‘

三
三
年
、

五
三
I

六

0
頁
（
伊
藤
寿
朗
監
修
『
博
物
館
基
本
文
献
集
』
第
七
巻
、
大
空
社
、

⑥
同
書
‘
四
九
ー
五
六
頁
。

⑤
 

④
 一

九
七
八
年
、
九
ニ
ー
九
三
頁
）
に
依
っ
た
。

「
戦
前
の
年
代
別
博
物
館
設
立
件
数
と
種
穎
別
、
設
置
者
別
内
訳
」

③
翻
刻
に
際
し
て
は
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
変
更
し
た
。

②
 

① 

注

一
九
ー
ニ
六
頁
。

一
九

一
九
八
八
年
、
三
九
ー
四
六
頁
、
岸
雅
裕
「
『
尾
張
医
学
館
薬

一
九
六
四
年
‘

國

⑪ 
『
博
物
館
史
研
究
』
氾
―
二
、
博
物
館
史
研
究
会
、

二
0
0
二
年
‘

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
マ
ガ
ジ
ン

•
D
O
M
E

十
ア
ー
ト
・
マ
ガ
シ
ン

•
L
R

編
集
部
「
『
国
立

博
物
館
、
美
術
館
、
文
化
財
研
究
所
な
ど
の
、
民
営
化
？
決
定
府
』
」
『
エ
ル
・
ア
ー
ル
』
七
、

的
批
判
は
、
金
子
淳
「
博
物
館
史
の
ダ
イ
コ
ト
ミ
ー

―

1
0
・
ニ
―
六
頁
、
参
照
。
な
お
、
金
山
の
「
官
民
」
論
に
対
す
る
原
理

金
山
嘉
昭
は
、
明
治
期
の
博
覧
会
を
め
ぐ
り
、

な
の
か
に
つ
い
て
は
思
考
停
止
し
て
お
り
‘

「
官
民
」
論
の
不
採
用
は
‘
金
山
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
自
家
撞
着
、
牽
強
付
会
‘

ご
都
合
主
義
を
禁
じ
た
こ
と
に
よ
る
。

語
を
任
意
に
用
い
て
い
る
が
‘
厳
密
な
も
の
で
は
な
い
。

象
化
・
一
般
化
す
る
こ
と
も
し
て
い
な
い
。

う
二
項
が
抽
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
金
山
嘉
昭
『
日
本
の
博
物
館
史
』
、
慶
友
社
、

稿
に
お
け
る

も
注
目
す
る
。

方
で

と
な
り
実
施
し
た
」
あ
る
い
は

⑩ ⑨
 

⑧
 二

0
0
一
年
、

「
国
家
や
政
府
な
ど
に
よ
る

J

れ
は

し
か
し
、
「
地
元
の
商
業
・
産
業
界
な
ど
の
有
志
」
が

「
そ
の
地
域
の
人
た
ち
が
主
体
と
な
る
点
」
に
注
目
す
る

「
民
か
ら
官
へ
」
と
は
同
義
で
な
い
。

『
戦
後
日
本
博
物
館
学
の
展
開
』
（
仮
題
）
（
投
稿
中
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

博
物
館
史
研
究
会
‘

自
然
科
学
者
に
よ
る
博
物
館
設
立
運
動
に
つ
い
て
は
、
犬
塚
康
博
「
大
東
亜
博
物
館
の
地

平
」
『
戦
時
下
の
文
学
ー
拡
大
す
る
戦
争
空
間
』
（
文
学
史
を
読
み
か
え
る
四
）
、

出
版
会
‘
二

0
0
0
年‘

二
―
七
ー
ニ
―
九
頁
‘
犬
塚
康
博
「
木
場
ー
鶴
田
博
物
館
論
の
発

生
史
的
検
討
ー
一
九
三

0
年
代
後
半
の
自
然
博
物
館
設
立
運
動
ー
」
鶴
田
文
庫
研
究
会
編

一
九
九
六
年
、

清
水
謙
吾
「
生
き
の
び
た
象

-
|
-
―
頁
。

「
官
民
」
論
者
で
あ
る

「
地
元
の
商
業
・
産
業
界
な
ど
の
有
志
が
主
体

「
官
民
」
論
の
破
綻
を
自
己
宣
告
し
て
い
る
。
本

な
お
本
稿
本
文
中
で
、

公
•
私
立
‘

ニ
八
七

イ
ン
パ
ク
ト

民
間
な
ど
の
術

し
た
が
っ
て
‘
こ
れ
を
敷
術
し
抽

そ
の
上
で
集
約
す
れ
ば
、
行
政
・
非
行
政
と
い

陥
穿
と
し
て
の

-
|
-

た
と
え
ば
近
年
の

一
頁
‘
参
照
。

「官」

と

「
官
」
な
の
か

「民」」
「民」

「
官
」
が
博
物
館
や
博
覧
会
を
主
蒋
し
て
き
た
」
こ
と
に

戦
前
戦
中
の
東
山
動
植
物
園
」
『
博
物
館
史
研
究
』
氾
四



附
せ
ら
れ
た
も
の
が
頗
る
多
数
に
達
し
、
殊
に
昨
年
十
一
月

資
料

⑯ 

『
博
物
館
研
究
』
に
見
る
名
古
屋
の
博
物
館
（
抄
）

滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
『
博
物
館
が
で
き
る
ま
で
』
、
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
、

一
三
頁
。

か
か
る
国
家
主
義
の
も
と
で
展
開
さ
れ
る
金
山
の

N
P
o
博
物
館
論
と
は
、
紛
れ
も
な
く

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
動
員
型
市
民
社
会
論
の
博
物
館
版
で
あ
る
。
中
野
敏
男
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
動

員
市
民
社
会
論
の
陥
穿
」
『
現
代
思
想
』
第
二
七
巻
第
五
号
、
青
土
社
、

ー
九
三
頁
、
参
照
。

⑮ 

犬
塚
康
博
「
ニ
―
世
紀
初
頭
日
本
の
博
物
館
風
景

一
九
九
九
年
、

周
辺
」
『
博
物
館
史
研
究
』
ぬ
一
三
、
博
物
館
史
研
究
会
‘
二

0
0
三
年
、
九
ー
一
七
頁
。

田
名
古
屋
市
立
動
物
園
の
近
況

為
め
仝
県
へ

仝
園
は
去
大
正
七
年
開
園
以
来
有
志
者
よ
り
飼
育
動
物
の
寄

聖
上
陛
下
大
演
習
御
統
覧
の

行
幸
の
際
は
特
に
仝
園
へ
印
度
支
那
産
猿
二
頭
の
御
下
賜
が
あ
っ
た
の
で
、

仝
園
で
は
早
速
恩
賜
動
物
の
為
め
‘
猿
舎
の
新
築
に
着
手
し
、
本
年
一
月
竣
工
し
た
の
で
そ

れ
へ
収
容
す
る
こ
と
に
し
た
。
仝
二
月
に
は
予
て
築
造
中
の
小
禽
放
養
室
が
完
成
し
小
禽
類

を
そ
れ
へ
移
す
等
着
々
改
善
の
実
を
挙
げ
て
居
る
。
仝
園
最
近
一
ケ
年
間
の
観
覧
者
は
五
十

⑭
金
山
嘉
昭
、
前
掲
書
、

⑬ 
九
七
年
、

一
九
頁
。

二
―
六
頁
。

「
博
物
館
の
望
ま
し
い
姿
」
と
そ
の

覆
（
く
つ
が
え
）
し
と
[
内
破
]
こ
『
工
ル
．
ァ
J
ル
』
八
ヽ
書
陣
.
博
物
誌
ヽ

⑫ 
書
陣
・
博
物
誌
、

一
九
九
八
年
、

五
四
頁
。

七
二 一

九

中
山
ゆ
か
り
・

L
R
編
集
部
「
ジ
ェ
イ
ム
ス
仙
吉

vs彦
坂
尚
嘉
「
白
熱
の
三
時
間
対
論
／

一
九
九
八
年
‘

名
古
屋
市
の
博
物
館
建
設
問
題
に
就
い
て
、
愛
知
新
聞
は
左
の

現
は
さ
う
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
（
第
三
巻
第
二
号
、

―
四
頁
）

一
万
七
千
余
人
の
多
数
に
達
し
て
居
る
。
毎
年
春
秋
一
回
愛
玩
用
鳥
獣
の
品
評
会
を
開
催
し
、

特
に
今
秋
は
御
大
典
奉
祝
名
古
屋
博
覧
会
の
家
畜
館
を
園
内
に
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
、

家
畜
愛
玩
用
鳥
獣
の
出
品
多
数
の
見
込
で
あ
ゐ
。
（
第
一
巻
第
四
号
、

国
名
古
屋
教
育
水
族
館

一
九
二
八
年
、

築
地
に
設
け
ら
れ
て
居
る
。
建
設
及
び
改
築
に
要
し
た
経
費
は
七
万
円
で
、

小

一
三
頁
）

一
ケ
年
の
経
常

費
は
一
万
五
千
七
百
円
で
あ
る
。
最
近
一
ケ
年
の
入
場
者
総
数
は
十
三
万
二
千
三
百
人
の
多

固
名
古
屋
市
の
博
物
館
計
画

市
当
局
及
び
商
工
会
議
所
方
面
に
於
い
て
、

一
九
二
九
年
、

そ
れ
ぞ
れ
研
究
が
行
は
れ
、
大
岩
市
長
を
中
心

に
目
下
こ
の
計
画
は
具
体
化
し
つ
A

あ
る
が
、
然
し
単
に
ホ
テ
ル
の
建
設
だ
け
で
は
、
今
日

の
如
き
何
等
観
る
べ
き
も
の
な
き
名
古
屋
市
に
外
客
の
足
を
留
め
し
め
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
り
、

ま
た
外
客
の
み
な
ら
ず
、
内
地
に
客
を
迎
ふ
る
に
も
殆
ん
ど
何
等
の
興
味
を
惹
か
な

い
有
様
で
、
都
市
の
品
位
の
上
か
ら
も
、
観
光
客
の
足
を
留
め
し
む
べ
き
必
要
が
あ
る
と
い

ふ
の
で
、
最
近
伊
藤
商
工
会
議
所
会
頭
を
中
心
と
し
て
、
名
古
屋
博
物
館
建
設
の
議
が
持
ち

上
り
、
会
議
所
事
務
局
に
於
い
て
も
、
こ
れ
が
調
査
研
究
を
な
す
こ
と
に
な
っ
た
。

法
と
し
て
は
名
古
屋
離
宮
の
一
部
を
借
り
受
け
て
、
此
処
に
博
物
館
を
建
設
し
、
名
古
屋
地

方
を
中
心
に
元
亀
天
正
以
来
の
歴
史
的
地
理
的
根
拠
を
背
景
と
し
た
徳
川
文
化
を
系
統
的
に

困
名
古
屋
市
の
博
物
館
計
画

如
く
報
じ
て
ゐ
る
。

一
九
三

0
年、

数
に
達
し
、
可
な
り
よ
く
利
用
さ
れ
て
居
る
。
（
第
二
巻
第
八
号
、

そ
の
方

外
客
の
誘
致
策
と
し
て
の
ホ
テ
ル
建
設
に
つ
い
て
は
、
名
古
屋

―
四
頁
）

同
館
は
明
治
四
十
三
年
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、
名
古
屋
市
南
区
東

ニ
八
八



郷
土
の
考
古
学
的
研
究
は
最
近
非
常
に
や
か
ま
し
く
な
り

る
も
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
。
（
第
三
巻
第
四
号
‘

名
古
屋
市
に
史
伝
参
考
館
建
設
の
議
は
名
古
屋
市
民
の
精
神
的
統
一
を
図
る
上
に
最
も
効

果
あ
る
も
の
と
し
て
、
今
か
ら
六
年
前
大
正
天
皇
の
御
即
位
記
念
事
業
と
し
て
計
画
さ
れ
予

算
中
に
も
史
伝
参
考
品
陳
列
館
建
設
積
立
金
の
項
目
を
設
け
寄
附
金
を
積
立
て
て
ゐ
る
が
、

現
在
約
三
万
八
千
円
の
積
立
金
あ
り
、
三
十
万
円
の
建
設
予
算
に
隔
た
る
こ
と
遠
く
果
し
て

何
時
に
な
っ
た
ら
実
現
す
る
の
か
全
く
見
当
が
つ
か
ぬ
状
態
に
あ
る
。
而
も
市
長
更
迭
等
の

結
果
大
岩
市
長
は
前
任
者
の
計
画
と
し
て
殆
ん
ど
忘
れ
た
如
く
、
果
し
て
そ
の
意
志
あ
る
や

否
や
さ
へ
判
ら
ぬ
状
態
で
、

昭
和
五
年
予
算
に
は
財
源
な
し
と
の
理
由
の
下
に
何
等
な
す
べ

き
も
の
な
き
折
柄
、
斯
か
る
寄
附
金
に
因
る
事
業
に
こ
そ
努
力
を
傾
注
す
べ
き
に
、
殊
に
大

岩
市
長
は
事
毎
に
精
神
的
方
面
の
こ
と
を
力
説
し
て
ゐ
る
態
度
に
観
る
も
、
此
際
こ
の
方
面

に
責
任
あ
る
態
度
を
呈
し
、
跡
仕
末
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
と
唱
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

古
屋
商
工
会
議
所
会
頭
伊
藤
次
郎
左
衛
門
氏
は
、
名
古
屋
に
郷
土
の
歴
史
に
関
す
る
博
物
館

を
設
け
る
と
主
張
し
て
ゐ
る
点
に
鑑
み
て
も
、
大
岩
市
長
に
し
て
も
平
素
の
言
の
如
く
真
に

市
民
精
神
の
緊
張
と
統
一
を
念
ず
る
な
ら
ば
‘
寄
附
金
の
募
集
も
敢
て
難
事
に
非
ず
、
徒
ら

に
無
為
に
過
ご
す
は
そ
の
意
志
の
な
き
も
の
を
証
明
す
る
も
の
で
、
平
素
の
言
動
に
矛
盾
す

固
名
古
屋
の
郷
土
博
物
館
計
画

一
九
三

0
年、

―
ニ
ー
一
三
頁
）

東
京
で
は
柳
田
国
男
氏
が
中
心
と
な
り
、
新
渡
戸
博
士
が
会
長
と
な
り
て
‘
東
京
郷
土
会
を

組
織
し
、
鳥
居
龍
蔵
博
士
を
始
め
と
し
、
斯
界
の
オ
ー
ソ
リ
チ
ー
を
集
め
て
研
究
さ
れ
て
ゐ

る
が
、
愛
知
県
で
も
数
年
来
各
地
の
古
墳
‘
古
寺
そ
の
他
か
ら
珍
ら
し
い
考
古
学
資
料
が

続
々
と
出
土
し
、
愛
知
県
を
始
め
、
美
濃
国
地
方
に
は
未
だ
手
を
つ
け
ら
れ
な
い
考
古
学
的

ま
た
郷
土
芸
術
的
の
も
の
が
沢
山
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
ま
じ
め
に
研
究
し
て
、
郷
土
の
た

め
に
尽
さ
ん
が
た
め
、
今
回
石
川
栄
耀
氏
が
東
京
郷
土
会
と
連
絡
を
と
り
、
名
古
屋
郷
土
会

一
方
名

を
組
織
し
、
会
長
に
田
中
名
鉄
局
長
を
推
し
‘
会
員
と
し
て
は
県
下
に
於
い
て
造
詣
深
い

人
々
を
加
へ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

か
く
て
こ
れ
が
第
一
回
創
立
会
は
去
る
二
月
四
日
夜
名
古

屋
市
東
区
大
曽
根
町
の
田
中
名
鉄
局
長
官
舎
に
開
か
れ
全
員
出
席
し
、
三
河
万
歳
の
研
究
家

名
倉
平
三
郎
氏
か
ら
三
河
万
歳
の
濫
腸
に
つ
き
詳
細
な
発
表
が
あ
り
、

郷
土
博
物
館
建
設
の
た
め
猛
運
動
を
起
す
こ
と
A

な
っ
た
。
（
第
四
巻
第
三
号
、

藩
邸
を
名
古
屋
市
に
寄
附
し
た
尾
張
徳
川
家
の
当
主
義
親
侯
は
‘
去
る
十
月
十
九
日
夜
名
古

屋
市
公
会
堂
に
お
け
る
県
市
商
工
会
議
所
聯
合
主
催
の
招
待
宴
の
席
上
に
於
い
て
、
新
た
に

財
団
法
人
黎
明
会
を
起
し
、

を
こ
れ
に
収
め
‘

そ
れ
に
よ
っ
て
美
術
館
を
建
設
し
、

ニ
八
九

一
九
三
一
年
‘

旧
藩
邸
秘
蔵
の
宝
物
全
部

そ
の
侭
こ
れ
を
名
古
屋
市
に
寄
附
す
る
旨
発
表
し
た
。
黎
明
会
の
組
織
に

つ
い
て
は
目
下
手
続
中
で
あ
る
が
、
美
術
館
に
展
観
さ
れ
る
宝
物
中
に
は
、
徳
川
家
康
公
の

陣
中
で
愛
用
さ
れ
た
什
器
類
、
豊
太
閤
が
朝
鮮
征
伐
の
際
分
取
っ
た
珍
品
を
は
じ
め
‘

そ
の

他
貴
重
な
文
献
等
多
数
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
三
百
年
来
尾
州
徳
川
家
に
伝
は
る
宝
物
什
器

一
九
三
一
年
‘

五
頁
）

る
こ
と
に
決
定
し
、
こ
の
旨
を
二
十
八
日
告
示
し
た
。
拝
観
料
は
天
守
閣
拝
観
を
ふ
く
み
‘

一
人
に
つ
き
金
一
円
で
、
拝
観
は
御
殿
東
入
口
か
ら
玄
関
に
上
り
、
廊
下
伝
ひ
に
各
室
の
建

築
、
美
術
を
鑑
賞
し
、
下
御
膳
所
よ
り
出
る
順
序
に
な
つ
て
ゐ
る
。
拝
観
時
間
は
四
月
よ
り

十
月
ま
で
は
午
前
八
時
半
よ
り
午
後
三
時
半
ま
で
、
十
一
月
よ
り
三
月
ま
で
は
午
前
八
時
半

よ
り
午
後
二
時
半
ま
で
‘
但
し
天
候
不
良
の
際
は
停
止
す
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
。
な
ほ
拝

切
名
古
屋
城
旧
御
殿
公
開
名
古
屋
城
旧
御
殿
は
い
よ
／
＼
｀
十
二
月
一
日
か
ら
一
般
に
公
開
す

が
愈
よ
世
に
出
る
こ
と
A

な
っ
た
。
（
第
四
巻
第
一
―
号
‘

固
名
古
屋
市
に
美
術
館
建
設
さ
き
に
時
価
百
万
円
に
上
る
名
古
屋
市
東
区
大
曽
根
の
宏
大
な

六
頁
）

つ
い
で
会
と
し
て
は



二
等
（
東

二

等

（

東

一
等

画
で
、

京） 京）

観
の
各
室
は
玄
関
、
表
書
院
、
対
面
所
、

あ
る
。
（
第
五
巻
第
一
号
、

侯
爵
が
、
財
団
法
人
「
黎
明
会
」

審
査
の
結
果
、
今
回
左
の
如
く
決
定
し
た
。

（
名
古
屋
）

工

学

博

士

上
洛
殿
、
黒
木
書
院
、

を
組
織
し
、
生
物
学
研
究
所
、

東
京
工
科
及
び
日
本
大
学
工
科
出
身

ラ
ス
張
り
陳
列
棚
を
、

米
国
工
学
士

尺
、
奥
行
二
十
尺
の
小
陳
列
室
を
設
け
、

岸
田
日
出
刀

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
、
外
部
は
耐
火
石
造
張
り
、

術
品
手
入
室
、
応
接
室
、
宿
直
室
、
地
階
に
予
備
室
、
倉
庫
、

小

野

武

雄

佐

野

時

平

家
伝
来
の
古
器
‘
珍
什
、
美
術
品
を
挙
げ
て
美
術
館
に
保
存
陳
列
し

一
九
三
二
年
、
六
ー
L
」頁）

一
般
に
公
開
す
る
計

上
御
膳
所
‘
梅
の
間
等
で

図
書
館
、
美
術
館
等
を
建

設
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
決
意
を
公
表
し
、
当
時
社
会
に
一
大
セ
ン
セ
イ
シ
ヨ
ン
を
捲
き
起

し
た
が
、
美
術
館
は
名
古
屋
市
東
区
大
曽
根
町
の
旧
邸
内
三
千
坪
の
地
区
に
建
設
し
、
徳
川

そ
の
準
備
は
着
々
と
進
め
ら
れ
、
建
築
物
の
設
計
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
応
募
者
百
八

十
三
名
に
達
し
、
本
会
理
事
帝
室
博
物
館
総
長
大
島
義
脩
氏
を
は
じ
め
、

同
建
築
設
計
図
案
は
、
陳
列
館
は
間
口
九
十
八
尺
、
奥
行
三
十
八
尺
‘

小
使
室
、

工
学
界
の
大
家
が

一
階
吹
抜
建
築
で
、

屋
根
は
日
本
東
瓦
葺
‘
床
石
造
‘

腰
大
理
石
、
室
内
四
周
に
四
尺
の
凹
所
を
設
け
、
こ
れ
に
陳
列
棚
を
配
列
し
、
中
央
に
は
ガ

而
し
て
採
光
は
屋
階
窓
採
光
式
で
、
館
の
後
部
両
翼
に
も
間
口
三
十

甲
冑
武
器
等
特
別
品
の
陳
列
所
に
供
す
る
。
館
の

左
方
に
間
口
三
十
尺
、
奥
行
九
十
尺
の
二
階
建
倉
庫
を
設
け
‘
陳
列
館
と
倉
庫
と
の
聯
絡
を

保
ち
‘
こ
れ
等
の
建
築
は
何
れ
も
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
で
、
中
央
部
に
事
務
所
、
美

ま
た
事
務
所
前
方

困
徳
川
美
術
館
進
捗
昨
秋
華
冑
界
の
新
人
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
旧
尾
張
の
藩
主
徳
川
義
親

二
十
間
を
隔
て
A

機
関
室
を
設
け
、
地
下
道
に
パ
イ
プ
を
通
じ
て
事
務
所
の
地
下
室
に
到
り
、

こ
A

よ
り
暖
空
気
を
陳
列
館
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ
重
壁
間
に
送
つ
て
建
物
の
湿
気
を
防
ぎ
、

且
つ
館
内
を
暖
め
る
設
計
で
あ
る
。
右
に
関
し
一
等
当
選
者
佐
野
氏
は
左
の
如
く
語
つ
た
。

美
術
館
の
性
質
上
、
様
式
に
つ
き
研
究
し
た
結
果
、

旧
徳
川
邸
内
に
建
て
風
致
を
害
せ
ず

周
囲
と
よ
く
調
和
し
た
建
物
と
思
っ
た
結
果
‘
古
代
趣
味
を
発
揮
し
た
近
代
東
洋
様
式
で
特

に
留
意
し
た
点
は
美
術
品
等
に
湿
気
が
大
禁
物
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
防
ぐ
方
法
と
し
て
陳

列
館
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ
重
壁
の
間
に
ホ
ッ
ト
・
エ
ヤ
ー
を
送
る
設
計
を
し
た
こ
と
な
ど
は

固
名
古
屋
の
森
林
公
園
内
に
植
物
園

物
園
建
設
の
計
画
中
で
あ
る
が
、
市
当
局
で
は
東
京
、
大
阪
、
京
都
の
三
都
植
物
園
の
調
査

も
終
へ
、

そ
れ
ら
の
長
所
を
と
り
、

日
本
一
の
大
植
物
園
に
す
べ
く
、
敷
地
は
公
園
内
の
十

万
坪
を
充
て
、
珍
奇
な
熱
帯
植
物
用
大
温
室
、
高
山
植
物
の
大
花
壇
な
ど
を
築
造
し
、
桜
、

紅
葉
数
万
本
を
植
ゑ
る
な
ど
、
東
邦
ガ
ス
会
社
よ
り
の
寄
付
金
二
十
五
万
円
を
事
業
費
に
充

て
、
種
々
具
体
案
を
ね
つ
て
ゐ
る
。
（
第
七
巻
第
七
号
、

一
九
三
四
年
、

一
八
|
'
一
九
頁
）

か
ね
て
名
古
屋
市
東
区
徳
川
町
に
建
築
中
の
尾
張
徳
川
黎
明
会
美

術
館
は
、
こ
の
ほ
ど
漸
く
竣
成
、
来
る
陽
春
の
候
を
侯
つ
て
開
館
式
を
挙
行
す
る
筈
で
あ
る

同
館
の
建
築
様
式
は
当
主
徳
川
義
親
侯
の
希
望
に
基
づ
き
、
城
廓
の
気
分
を
多
分
に
取
入
れ

た
も
の
で
、
構
造
は
鉄
筋
混
凝
土
平
屋
建
、
大
小
三
室
か
ら
な
る
陳
列
場
、
事
務
室
、
応
接

室
、
美
術
加
工
室
‘
宿
直
室
‘

止
か
ら
床
高
を
同
一
に
、

囮
尾
張
徳
川
美
術
館
竣
工

予
備
室
、
物
置
‘

写
真
室
等
を
含
む
事
務
所
‘
こ
れ
に
陳
列

場
と
事
務
所
と
を
連
絡
し
た
二
階
建
の
倉
庫
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
特
に
列
品
運
搬
と
破
損
防

ま
た
棚
を
も
低
く
し
、
防
温
の
目
的
か
ら
は
外
壁
と
内
法
で
約
二

か
ね
て
名
古
屋
市
で
は
‘
東
郊
の
大
森
林
公
園
内
に
植

J

の
設
計
中
特
に
注
意
し
た
点
で
あ
る
。
（
第
五
巻
第
四
号
、

一
九
三
二
年
、
六
頁
）

二
九
〇



⑲
名
古
屋
に
科
学
博
物
館
設
立

の
実
地
視
察
を
行
ふ
た
。
（
第
一

0
巻
第
六
号
、

囮
名
古
屋
に
科
学
博
物
館

―
四
頁
）

尺
五
寸
離
れ
て
木
造
壁
を
作
り
、

さ
ら
に
保
存
の
目
的
か
ら
一
切
窓
を
設
け
ず
、

じ
て
太
陽
熱
を
比
較
的
等
分
に
受
け
し
め
る
や
う
‘
特
に
南
北
に
長
く
建
て
ら
れ
て
ゐ
る
。

こ
の
外
に
棟
に
は
瓦
と
お
な
じ
濃
緑
色
の
観
を
相
対
峙
せ
し
め
、

燈
篭
を
象
つ
た
優
雅
な
シ
ャ
ン
デ
リ
ヤ
を
吊
し
、
玄
関
の
床
石
に
は
雲
と
水
を
配
し
、
雌
雄

の
観
が
「
明
」

陶
器
で
葦
手
模
様
を
嵌
め
込
む
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
技
巧
が
施
さ
れ
て
ゐ
る
。
（
第
八
巻
第
一
号
、

一
九
三
五
年
‘

の
時
を
象
つ
た
玉
を
凝
視
す
る
さ
ま
を
モ
ザ
イ
ク
で
現
は
し
、

囲
名
古
屋
動
物
園
の
移
転

っ
た
が
‘
愈
々
十
•
十
一
年
度
ニ
ヶ
年
継
続
事
業
と
し
て
、
名
古
屋
市
東
山
公
園
の
入
口
正

面
四
万
八
千
坪
の
地
に
建
設
費
の
み
で
五
十
五
万
三
千
円
を
計
上
し
、

に
設
工
の
予
定
で
大
規
模
の
築
造
に
取
り
か
A

る
こ
と
に
な
っ
た
。
（
第
八
巻
第
―
二
号
、

九
三
五
年
、

七
頁
）

品
物
を
利
用
し
て
科
学
博
物
館
建
設
の
議
が
起
り
五
月
十
七
日
大
岩
市
長
等
一
行
は
汎
太
博

記
念
す
る
た
め
名
古
屋
市
で
は
近
代
都
市
と
し
て
の
同
市
に
欠
け
て
ゐ
る
科
学
博
物
館
設
立

の
議
が
起
り
、

名
古
屋
市
で
は
汎
太
平
洋
博
覧
会
を
機
と
し
て
閉
会
後
、

一
九
三
七
年
‘

ま
た
室
内
の
天
井
か
ら
は

八
頁
）

な
ほ
腰
に
は

昭
和
十
二
年
度
春
迄

そ
の
出

去
る
五
月
三
十
一
日
を
以
て
終
了
し
た
汎
太
平
洋
博
覧
会
を

同
博
覧
会
の
呼
物
と
な
っ
た
近
代
科
学
館
の
大
地
球
儀
を
は
じ
め
科
学
的
に

優
れ
た
出
陳
物
計
二
百
八
十
一
点
を
集
め
て
‘

ま
づ
中
村
公
園
内
東
北
隅
に
近
代
科
学
館
の

建
物
を
移
し
‘
従
来
市
当
局
で
蒐
集
し
た
貴
重
資
料
を
も
加
へ
て
陳
列
公
開
す
る
事
に
し
‘

現
在
狭
陰
を
告
げ
る
同
動
物
園
の
移
転
拡
張
は
多
年
の
懸
案
で
あ

一
日
を
通

一
方
将
来
恒
久
的
な
科
学
博
物
館
の
建
設
を
も
計
画
さ
れ
て
ゐ
る
。
（
第
一

0
巻
第
七
•
八
号
‘

一
九
三
七
年
、

＠
新
装
の
名
古
屋
市
東
山
動
物
園

屋
市
の
東
端
、
東
区
田
代
町
東
山
公
園
入
口
に
五
万
五
百
坪
の
大
地
域
を
擁
す
る
同
園
は
近

代
的
動
物
園
の
粋
を
蒐
め
、
最
新
の
設
計
と
規
模
の
豪
壮
華
麗
を
以
て
去
る
四
月
一
日
か
ら

一
般
に
公
開
さ
れ
た
。
こ
A

に
同
園
の
最
も
誇
と
す
る
も
の
は
獅
子
の
無
柵
式
放
養
場
で
あ

つ
て
、
在
来
の
鉄
檻
を
廃
し
、
背
景
に
峨
々
た
る
岩
を
配
し
前
面
に
深
き
濠
を
設
く
る
等
の

装
置
に
依
つ
て
安
全
に
し
て
し
か
も
視
野
を
遮
る
も
の
な
き
や
う
に
し
た
。

場
は
原
地
の
風
光
を
模
し
動
物
の
生
態
を
紡
彿
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
が
‘

を
中
心
と
し
て
そ
の
前
方
の
麓
に
縞
馬
・
玲
羊
・
舵
鳥
の
各
放
養
場
を
置
き
綜
合
的
に
亜
仏

利
加
高
原
を
偲
ば
せ
る
如
く
工
夫
し
た
の
は
動
物
地
理
の
表
現
と
し
て
面
白
い
。
虎
、
豹
‘

熊
‘
象
、
キ
リ
ン
等
々
に
も
同
様
の
施
設
を
実
現
さ
れ
た
い
。
（
第
一

0
巻
第
九
号
、

七
年
‘

七
頁
）

八
頁
）

二
九

な
ほ
こ
の
放
養

同
園
で
は
こ
れ

一
九
三

本
年
二
月
鶴
舞
公
園
の
旧
園
か
ら
移
転
を
完
了
、
大
名
古



表 名古屋の博物館の消長

西暦• 一
1868 

名古屋の博物館の推移

明

治 1870 

............................................. ,, ..... 

l ● ：新設・移転 l 
i o: 名称変更 l 
'-・・・・・・・・・」

1875 

10 
工芸博物館

1880 
公立名古屋博物館

愛知県博物館

1885 

20 

1890 

1895 

30 

1900 

園

品

物動

育

苑

商

•••••••• 

:
 
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
寧

疇

●

県

館

泉今
？
・
・
・
・
・
・
・
・
'
…
•
…
…
…
…
…
•
?

知
列

浪

動

愛

陳

名古屋教育博物館

備考（下線は名古屋の事項）

五箇条の誓文／神仏分離令

物産会（東京）／京都博覧会／名古展博覧会
湯島の博覧会

名古屋博喬会

第1回内国勧業博覧会（東京）／帝知県博覧会

随

大日本帝国憲法

濃尾地震
嘗百社の博親会の最終回

日清戦争／帝知県五二会
台湾総督府
農商務省貿易品陳列館
農商務省商品陳列館

私立明倫中学校

1905 

40 

1910 

日露戦争
関東総督府／韓国統監府
南満洲鉄道株式会社／関東都督府
樺太庁／熱田町綱入／名古犀港開港
尾張徳川家第19代義親
鶴舞公園
第10回関西府県連合共進会／日韓併合／朝鮮総督府

全国の博物館の設置数

゜゚
゜

大
正

1915 

, 1920 
10 

*2 . 
X 

愛知県商品
陳列所

1925 

昭

和

1930 

五二会
陳列館

., I悶悶
？ 

, ．愛知県第一
？師範学校附

属小学校郷 I大正天皇即位
土室

名古屋市立
動物園 名古屋城

徳川美術館
101 1935 X 

愛知県商工館

●名古屋市立東山動物園・
植物園

1940 

20 1945 ... 
*1私:祠月倫中学校附属博物館

第一次世界大戦
対中国21カ条要求
大正デモクラシー
ロシア革命／理化学研究所
米騒動／徳川生物学研究所

帝知県立明倫中学校
道府県市立商品陳列所規程

愛知県史躊名勝天然紀念物調脊会
関東大霰災／国民精神作興に関する詔書
史伝参考品陳列館計画

昭和天皇即位

帝知県史蹟名勝天然紀念物展覧会
御大典奉祝名古扁博荷会／博物館事業促進会
世界大恐慌

名古屋商工会講所の名古犀博物館計画
名古屋郷土会／柳条湖事件／徳川黎明会
満洲国/5・15事件
国連脱退／第1回全国博物館週間

紀元二千六百年祝典準備委員会
国史館建設二関スル件/2・26事件

名古犀汎太平洋平和博翌会／科学博物館計画／蓋溝橋事件
国立自然博物館設立請願／万博延期・五輪中止／荒木貞夫文相
満洲国国立中央博物館／国史館造営委員会／第二次世界大戦
荒木貞夫日本博物館協会会長
真珠湾攻撃／資源科学研究所
昭南博物館・植物園

大東亜博物館設立準備委員会
ポツダム宣言受諾 二

九
二


